
【動態管理プラットフォームとその活用形での共同輸送マッチングプロジェクト】

【プロジェクト概要】

動態管理プラットフォーム及び当プラットフォームを活用した共同輸送マッチングプロジェクト

プロジェクト詳細 プロジェクト概要図

プロジェクト代表者 一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会
株式会社traevo

連絡先・ウェブサイト 【共同輸配送マッチングについて】

https://traevo.jp/nowa/
【新物効法対応サービスについて】

https://traevo.jp/logistics2024-waiting-time/

プロジェクトの特徴・
アピールポイント

異なる車載機器サービスの動態管理情報とドライ
バーの作業記録を動態管理プラットフォーム
traevo Platformにより一元化することで、物流効
率化法に対応した荷待ち・荷役時間の可視化、削
減を図ると同時に、共同輸配送マッチングサービ
スtraevo noWaにより、個社サプライチェーンの
効率化のみならず、広く企業間、異業種間の物流
最適化を図る取組。

選定日・応募内容 2026年1月7日 （応募内容）

https://traevo.jp/nowa/
https://traevo.jp/logistics2024-waiting-time/
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/ouranos/ouranos_project/20260107_traevo_applicationform.pdf
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